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男 	25, 619人 

女 	27, 353人 
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52, 972人 

r 
世 帯 数 	14, 491 
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昭和56年 2月15日 

印刷 脚佐々木印刷工業 

吻あノ滑った滑っも 
親子そろってスキー教室 

「わあノ滑った、滑ったよ．勺 

「日帰りスキー教室」 が 2 月1日、狼野長根に小中

学生、保護者およそ 150人が参加して行われ、親子そ

ろって楽しいひとときを過ごしました。 

市連合PTA（鶴谷禄郎会長）と市教育委員会の共

催で開いたもので、初歩から 2級以上まで四つのラン  

クに分かれ基礎特訓。 

初心者には、五所川原スキー協会（小野昭四郎会長 

）の指導員がスキーで歩く方法からスロープの登り方

まで懇切に指導、ケガ人もなく予想以上の上達ぶりに 

「指導のかいがあります」と胸をなでおろしていまし 

た。 	 （写真=2月1日、狼野長根で） 



（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 昭和56年（1981年） 2月15日（489号） ② 

「立体交差橋」建設に着手 

58年度完成をめざす 

ト
立
体
交
差
橋
完
成
予
想
図
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一ょ~~‘ 

心
部
と
松
島
団
地

を
結
ぶ
道
路
は
、
 

鎌
谷
町
を
通
る
県

道
元
町

ー
吹
畑
線

の
一
本
だ
け
で
あ

り
、
五
能
線
を
横

断
す
る
悪
条
件
も

重
な
っ
て
朝
タ
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
、
 

市
街
地
と
駅
東
部
を
結
ぶ
都

市
計
画
街
路
 
コ
二・
四

・
三
漆

川
ー
岩
木
町
線
立
体
交
差
橋
」
 

の
工
事
安
全
祈
願
祭
が

一
月
一
一

十
九
日
、
市
中
央
公
民
館
で
関

係
者
約
五
十
人
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
総
事
業
費
十
五

億
円
で
、
昭
和
五
十
八
年
度
の

完
成
を
目
指
す
も
の
で
、
立
体

交
差
橋
の
完
成
で
市
内
の
交
通

渋
滞
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
早
期
着
工
が
待
た
れ

て
い
ま
し
た
。
 こ
の
日
の
安
全

祈
願
祭
に
は
、
寺
田
市
長
を
は

じ
め
工
事
関
係
者
が
出
席
、
斎

藤
神
明
宮
宮
司
に
よ
る
安
全
を

祈
願
の
あ
と
、
ク
ワ
入
れ
、
玉

ぐ
し
奉
て
ん
で
無
事
故
完
成
を

祈
願
し
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
、
人
種
、
宗
教
、
政
治
、
国
境
を
超
越
し

た
中
立
の
立
場
で
、
平
等
に
事
業
を
行
う
こ
と
を
使
命
と

し
て
い
ま
す
。
 

赤
十
字
は
、
真
に
こ
れ
を
理
解
し
、
事
業
に
協
賛
す
る

社
員
の
拠
出
金
と
寄
付
金
に
よ
っ
て
の
み
ま
か
な
わ
れ
て

一
 
い
ま
す
o
 

本
年
も
二
月
一
日
か
ら
社
員
増
強
運
動
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
近
く
日
赤
の
協
賛
委
員
が
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
お

う
か
が

い
し
ま
す
。
 

」
雌
年
千円
以
上
艇
出
し
て
い
た
だ
く
待
別
社
員
を
重
点
 

．
 
的
に
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
運
動
を
ご
哩
解
の
う
え
 

”
 
ゆm力
を
お
願
い
し
ま
す
亡
 

ろ
 

こ
 

立
体
交
差
橋
の
建
設
は
、
駅

東
部
の
開
発
と
松
島
団
地
が
造

成
さ
れ
た
時
点
か
ら
の
懸
案
事

項
で
し
た
。
松
島
団
地
は
、
昭

和
四
十
年
に
造
成
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
九
百
戸
あ
り
、
 

人
口
も
三
千
五
百
人
近
く
に
ふ

く
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
な
か
で
、
市
の
中
 

r税の無料相談所開設 
I 	東北税理士会IL所川原支部（長内堅造支部 

、 では、  2 月23日の税理士記念日の行事として 

東北税理士会五所川原支部（長内堅造支部長） 

では、 2 月23日の税理士記念日の行事として「税 

の無料相談所」を開設します。 

当日は、税に関する相談はもちろん、所得税確 

定申告の相談も行います。 

ロと き 2 月23H（月）午前 9時30分から午後 

4 時まで 

ロところ 産経会館 4 階会議室 

又
 

(
 



、

n戸
つ
いて
」
 ノ
 

の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
c
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
 
「視
力
に
つ
い
て
」
 
です
。
 

ロ
と
 
き
 
二
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
ホ
ー
ル
 

ロ
主
 
催
 
北
五
医
師
会
、
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
 

ム
ム
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
と
記
念
 

品
を
差
し
L
げ
ま
す
。
 

み

ん
な

の
健

康
教
室
 ソ

 

移動採血車「青い鳥号」が次の日程で街頭献血 

を行います。 

みなさんのご協力をお願いします。 

ロとき・ところ 

03月 5日（木） 

1o;'io時30分カら正午まで（五所 I原保健所 

ぐ局構内30分時五所泉ジ 
陳
 

用
 

岳
 

街頭献血のご案内 

全
長
は
四
百
九
十
冒
。
両

側
に
二
・
五

H
の
歩
道
が
で

き
ま
す
。
五
能
線
を
乗
り
越
 

え
、
高
い
部
分
で
地
上
約
六
 

中
央
部
に
ラ
ン
ガ

ー
橋
が

架
橋
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
歩

道
橋
が
、
布
屋
町
側
は
駅
か

の
あ
た
り
と
、
そ
の
反
対
側

イ
コf
~
P
‘
ノ
 
ト
ル
 b
 

に
J
立
ロー
 
、
‘フ
 
t
ノ
 

“刃
‘
奏
ニ」a
 “刀
子
0
嘱
I
メ
ぐ
 ？
 

一
m耗
」
齢
緯
柳
“
讐
麟
町
瞬
鷺
 
鰐）
販
「
翼
一
 

・

J
・
 

に
設
定
さ
れ
ま
す
。
現
在
の

西
北
中
央
病
院
横
通
り
を
生

か
す
た
め
、
駅
に
通
ず
る
側

道
も
建
設
、
道
路
の
幅
員
を

現
在
の
十
一
1
1か
ら
側
道
を

含
め
十
九
冒
と
す
る
計
画
で
 

す
。
 

一
 

(
 

立
体
交
差
橋
の
規
模
 

一
 

一
 

一
 

ら
弥
生
町
に
向
か
っ

て
正
面
 

」
 
え
、
高
い
部
分
で
地
上
約
六
 

ら
弥
生
町
に
向
か
っ
て
正
面
 

す
。
 

」
 

一
 

③ （第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

「
 
一
 

今
年
は
、
農
業
委
員
会
委
員

の
選
挙
の
年
で
す
。
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
縦
覧
し
確
認

し
て
下
さ
い
。
 

ロ
縦
覧
期
間
 
二
月
二
十
三

日
、
三
月
九
日
ま
で
 

ロ
縦
覧
場
所
 
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
市本
庁
四
階
）
 

ロ
異
議
申
出
期
間
 
縦
覧
期

間
内
 

ロ
選
挙
権
を
有
す
る
方
 

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
 
 

車
が

ー
キロ
冒
以
上
に
わ
た
っ
て

渋
滞
す
る
現
状
で
す
。
 

こ
の
た
め
市
で
は
、
昭
和
五

十
二
年
度
か
ら
立
体
交
差
橋
の

建
設
に
乗
り
出
し
、
布
屋
町
の

国
道
三
三
九
号
線
か
ら
弥
生
町

の
西
北
中
央
病
院
横
を
通
り
、
 

五
能
線
を
乗
り
越
え
て
、
駅
東
 

②
年
齢
二
十
歳
以
上
の
方
（
 

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）
 

③
十
ァ
ー
ル
以
上
の
農
地
に

つ
き
耕
作
者
（
法
人
）
、ま
た
は
 

市
税
務
課
で
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
次
の
日
程
で
縦
覧

に
供
し
ま
す
。
関
係
者
は
、
各

自
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦

覧
し
、
登
録
さ
れ
た
事
項
を
確
 
 

部
地
区
の
市
中
央
公
民
館
前
ま

で
の
大
規
模
架
橋
を
計
画
し
た

も
の
で
す
。
 

そ
し
て
、
五
十
二
年
度
に
九

百
万
円
、
五
十
三
年
度
に
一
千

八
百
万
円
で
調
査

・
設
計
を
行

い
、
五
十
四
年
度
は
一
億
三
千

四
百
万
円
、
五
十
五
年
度
は
一
一
 

同
居
の
親
族
と
そ
の
配
偶
者
で

年
間
お
お
む
ね
六
十
日
間
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
方
 

ロ
ご
注
意
 

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
立
候
補
す

る
こ
と
も
投
票
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し

ょ
、フ
。
 

認
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
固
定
資
産
の
評
価

額
な
ど
五
十
六
年
度
の
固
定
資

産
税
と
都
市
計
画
税
の
税
額
の

算
定
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
 
 

億
七
百
万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
用
地

買
収
を
行
い
、
継
続
さ
れ

て
い

ま
す
。
 

五
十
六
年
度
は
、

二
億
七
千

万
円
を
要
望
、
残
り
の
用
地
買

収
と
家
屋
の
移
転
、
ま
た
擁
壁

と
橋
脚
、
橋
台
の
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
 

の
で
、
と
く
に
昨
年
中
に
家
屋

を
新
増
築
し
た
り
、
土
地
を
取

得
さ
れ
た
方
は
必
ず
縦
覧
し
ま

し
ょ
‘フ
。
 

な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
項
に

不
服
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期

間
の
初
日
か
ら
末
日
後
十
日
ま

で
の
間
に
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ロ
縦
覧
期
間
 
三
月
二
日

ー
 

二
月
二
十
三
日
ま
で
 

ロ
縦
覧
場
所
 
市
税
務
課
（
 

本
庁
三
階
）
 

（平
日
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
土
曜
日

は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午

ま
で
）
 

今
年
は
農
業
委
員
の
選
挙
 

選
挙
人
名
簿
の
縦

覧
を
 

課
税
台
帳
を
縦
覧
し

よ
う
 

固
定
資
産
登
録
の
確

認
を
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廿 
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か

モ
タ
シ
 

ロ
謝
 
礼
 

年
額
一
二
、
〇
〇
〇
円
 

口
募
集
期
限
 
二
月
十
日
 

希
望
者
は
、
県
消
費
流
通
課
、
ま
た
は
各
消
費
生
活
セ
 

ン
タ
ー
に
備
え
つ
け
の
応
募
用
紙
で
、
〒
9
8
0
 

仙
台
 

市
本
町
三
ー
ニ
ー
二
三
 
仙
台
第
二
合
同
庁
舎
 
公
正
取
 

ロ
応
募
資
格
 
県
内
に
居
住
す
る
．
ト
歳
以
E

の
婦
人

口
仕
 
事
 

ァ
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
対
す
る
回
答
ほ
か

ロ
期
 
間
 

一
年
間
 

3
6年
ぶ
り
、感
激
の
対
面
 

和
徳
さ
ん
親
子

一
時
帰
 玉 

と健康相談を次のロ程で行い

ゃんには、受診させるように 

C乳幼児の健康診査 議麟 	1し‘VJ IL 

II 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ月児 星型55認現 3 月11日 市民文化 

会館別館 

0日中央公民館」 

6 カ月児 昭和55年 8 月
生まれの乳児 3 月17日 

1
6
 

カ
 
月
 
歳
児
 

昭和54年 9 月
生まれの乳児 3 月25日 

午後 0時30分から 1時まで

母子健康手帳、バスタオル

か他の医療機関で健康診査を 

、ご遠慮ドさい。 

り歯科衛生指導も行います。 

乳幼児の健康診査

ます。該当する赤ち

して下さい。 

ロ受 付時 間

ロ持参するもの

現在、病気治療中

受けている乳幼児は 

1歳 6 カ月児に限 

旧
満
州
（
現

‘
中
国
東
北
地

方
）
に
取
り
残
さ
れ
て
い
た
日

本
人
孤
児
が
、
 
一
月
二
十
二
日
、
 

家
族
と
と
も
に
戦
後
三
十
六
年

ぶ
り
に
帰
国
、
肉
親
と
感
激
の

対
面
を
し
ま
し
た
。
 

帰
っ
て
来
た
の
は
、
市
内
広

田
、
建
築
業
中
野
和
広
さ
ん

（
 

四
五
）
の
弟
、
和
徳
さ
ん
（

三

九
）
と
和
徳
さ
ん
の
長
女
顧
雲

霞
さ
ん
（

一
〇
）
、
長
男
顧
保

昌
君

（
七
つ
）
の
三
人
で
す
。
 

中
野
さ
ん
一
家

は
昭
和
十
六
 
 

年
、
旧
満
州
の
大
平
川
開
拓
団

に
入
植
し
ま
し
た
が
、
現
地
召

集
さ
れ
た
父
親
は
終
戦
の
年
に

戦
死
、
母
親
と
生
ま
れ
て
間
も

な
い
一
番
下
の
弟
も
、
二
十
一

年
四
月
に
栄
養
失
調
な
ど
で
相

次
い
で
死
亡
し
ま
し
た
。
 

和
広
さ
ん
は
そ
の
後
、
日
本

へ
帰
っ
た
も
の
の
、
和
徳
さ
ん

は
母
親
が
亡
く
な
る
前
中
国
人

の
家
庭
に
預
け
ら
れ
た
た
め
、
 

兄
弟
は
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
 

し
か
し
、
 

三
年
前
に

市
浦
村

へ

里
帰
り
し

た
元
大
平

川
開
拓
団
 

員
の
成
田
ミ

エ
さ
ん
の
力
添
え

で
、
中
国

・
黒
竜
江
省
五
常
県

の
人
民
公
社
で
、
和
徳
さ
ん
が

農
業
を
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
こ
の
日
の
対
面
と
な
っ
た

も
の
で
す
。
 

和
徳
さ
ん
は
中
国
人
女
性
と

結
婚
、
日
本
語
も
す
っ
か
り
忘

れ
て
中
国
語
し
か
話
せ
な
い
が
、
 

和
広
さ
ん
が

「
よ
く
生
き
て
い

て
く
れ
た
」
と
言
葉
を
詰
ま
ら

せ
る
と
、
「
ウ
ン
ウ
ン
」
 
と
うな

ず

い
て
い
ま
し
た
。
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一
 

国
民
年
金
は
、
農
業
、
漁

業
、
商
業
な
ど
の
自
営
業
の

人
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
人

と
、
そ
の
家
族
の
た
め
の
年

金
制
度
で
、
歳
を
と
っ
た
り

障
害
者
と
な
っ
た
り
、
母
子

世
帯
と
な
っ
た
場
合
に
年
金

を
支
給
し
て
、
生
活
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
 

今
あ
る
十
の
公
的
年
金
制

度
の
う
ち
で
、
国
民
年
金
は
、
 
 

一
番
最
後
の
昭
和
三
十
四
年

に
で
き
ま
し
た
。
 

そ
れ
ま
で
は
、
会
社
に
勤

め
て
い
る
人
や
船
員
、
公
務
 

員
を
対
象
と
し
た
厚
生
年
金

保
険
、
船
員
保
険
、
恩
給
、
 

共
済
組
合
な
ど
の
制
度
が
あ

り
ま
し
た
が
、
国
民
の
多
数

を
占
め
る
農
林
業
、
漁
業
、
 

商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
従
事
 
 

者
、
従
業
員
五
人
未
満
の
職

場
や
自
由
業
な
ど
の
自
営
業

者
及
び
家
族
、
そ
の
従
業
員

に
は
何
ん
ら
の
年
金
制
度
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
 

し
か
し
、
戦
後
我
が
国
の
 

人
口
の
高
齢
化
が
急
テ
ン
ポ

で
進
み
、
老
人
の
割
合
が
急

激
に
増
え
る
一
方
、
家
族
制

度
の
変
化
に

よ
っ
て
し
だ
い

に
核
家
族
化
し
、
老
後
の
生

活
を
個
人
で
支
え
る
こ
と
は
 
 

困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
交
通
事
故
な
ど
も

増
え
、
私
た
ち
の
生
活
に
は

危
険
が

い
っ
ぱ

い
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
老
後
や
不
測

の
事
故
に
対
し
て
、

役
に
立
  
一
 

要
望
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま

し
た
。
 

つ
年
金
に
よ
る
保
障
が
強
く
  

一
 

一
 

一
 

こ
れ
に
こ
た
え
て
、
国
と
 

一
 

国
民
が
協
力
し
て
資
金
を
出

し
あ

い
、
老
後
の
生
活
を
守
 

一
 

ろ
う
と
し
て
で
き
た
の
が
国

民
年
金
制
度
で
す
。
 

国
民
年
金
制
度
の
目
的

と
生
い
た
ち
 

一
 



国
際
障
害
者
年
 

障害をもつ人の社会
への完全参加と平等 

お
母
さ
ん
に
見
守
ら
れ
て
歩
行
訓
練
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昭和56年 
(1981年） みんなが参加し 

みんなが平等に暮らせる 

よりよ13社会づぐりを 

⑤ （第 3 種郵便物認可） 

あ
り
が
と
う
ノ
 

「
く
る
み
園
」
慰
問
 

▽

一
月
六
日
、
五
所
川
原
地

区
更
生
保
護
婦
人
会
（
佐
々
木

初
美
会
長
ほ
か

一
人
）
が
ミ
カ

ン
、
バ
ナ
ナ
を
寄
贈
▽
日
本
敬

神
崇
祖
自
修
団
（
瓜
田
法
座
代

表
）
が
モ
チ
を
寄
贈
 

母
親
学
級
の
 

テ
ー
マ
を
変
更
 

二
月
一
日
発
行
の
市
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
母
親
学
級

の
テ
ー
マ
の
う
ち
 
「妊
娠
の
よ

ろ
こ
び
」
は
、
 
「妊
娠
中
の
生

活
」
に
変
更
し
ま
す
。
 

歳
末
た
す
け
あ
い
の
 

大
 
口
 
寄
 
金
 
者
 

▽
ち
ど
り
会
 

二
十
六
万
ヒ
ー
 
円

▽
白
生
会
胃
腸
病
院
 

二
十
万
円

▽
大
和
山
五
所
川
原

ブ
ロ
ッ
ク
青
年
会

十

一
万
三
十
八
円

▽
盛
田
カ
バ
ン
専
門

店
 

十
万
円
 

▽
五
所
川
原
合
唱
団
 

九
万
八
千
六
百
円
 

◇
 
◇
 

◇
 
◇
 

r一二HK学園の通信教育 
\HK 学園では、通信教育の生徒・受講生を募 

集ー, ぐしュま I 
ロ高等学校普通科コース（願書受付一 3 月 1日 

~ 4 1115H) 
ロ高等学校一部科目履修コース（願書受付＝一普 

通科コースと同じ） 

ロ高等学校教養コース（申込み受付一 3 月 1日 

~4 月301.1〕 

ロ社会通信講座（中込み受付＝=2 月 1口～ 4 月 

30日） 

ロ入学案内 

、 	ご希望の力は、NHK弘前放送局視聴者コーナ 

、に。弘前⑩5411番）へお申し込み下さ 

五
所
川
原
歌
謡
研
究
会

（
竹
谷
清
治
会
長

会
員
六
人
）
は
二
月
二
日
、
老
人
ホ
ー
ム
 
「
 

く
る
み
園
」
 
に
タオ
ル
六
十
六
枚
、
石
け
ん

百
六
十
個
を
寄
贈
、
寺
田
市
長
に
託
し
ま
し

た
。
廿
写
真
廿
 

二
月
一
日
、
市
民
文
化
会
館
で
開
い
た
カ

ラ
オ
ケ
大
会
で
の
収
益
金
を
贈
っ
た
も
の
で

中
。
 

歌

謡

研
究

会
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国
民
年
金
の
請
求

は
早

め
に
 

黙
っ
て
い
て
は
も
ら
え
ま
せ
ん
 

き
び
し
さ
と
、
や
さ
し
さ
が
育
て
る

明
る

い
子
供
 

国
民
年
金
で

は
、
加
入

さ
れ

た
人
が

歳
を

と
っ
た
り
、

障
害

者
に
な
っ

た
り
、
 
一
家
の
中
心

で
あ
る
ご
主
人
を

亡
く
し
た
り

し
た
と
き
な
ど

に
年
金
が

支
給

さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に

は
 

「裁
定
請
求
」
と
言
う
手

続
き

が
必
要
で
す
。
 

こ
の
請
求
を
し

な
い
ま
ま
五

年
を
経
過
し

ま
す
と
、

せ
っ
か

く
の
年
金
が

受
け
ら
れ

な
く
な

り
ま
す
。
 

年
金
を

受
け
る
資
格
が

あ
り

な
が

ら
、
ま
だ
請
求

の
手
続
き
 
 

を
し
て
い
な
い

人
は
い

ま
せ
ん

か
。
 

も
し
、

あ
な
た
が

次
の
ど

れ

か
に
該
当

し
て
い
る

と
き
は
、
 

お
早
め
に
市

社
会
課

・
国
民
年

金
係
に

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

〇
六
十
五

歳
に

な
っ
た
と
き
ー
 

老
齢
年
金

・
通
算
老
齢
年
金

〇
障
害
者
に

な
っ
た
と
き

ー
障

害
年
金
 

〇
母
子
家
庭
に

な
っ
た
と
き

ー
 

母
子
年
金
 

〇
祖
母
と
孫
、

姉
と
弟
妹
に

な

っ
た
と
き
ー
準
母
子
年
金
 
 

〇
孤
児
に

な
っ
た
と
き

ー
遺
児
 

年
金
 

〇
寡
婦
に
な
っ

た
と
き
ー
寡
婦
 

昭
和
五
十
五

年
分
所

得
税
の

確
定
申

告
は
、

二
月
十
六

日
か

ら
受
付
が

始
り

ま
す
。

申
告
期

限
は

三
月
十
六
日
で

す
が
、

期

限
間

近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務

署
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
 

確
定
申

告
は
で

き
る
だ
け
早
く
 
 

年
金
 

o
被
保

険
者
が

死
亡
し
た
と
き
 

ー
死
亡
一
時
金
 

済
ま
せ
る

よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
 

所
得

税
の
確
定
申

告
を
し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
人
は
①
事
業

を
し
て
い
る
人
不
動
産
収
入

の

あ
る
人
、

土
地
や
建
物
を

売
っ

た
人
な
ど

で
、
昭
和
五
十

五
年

中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
 
 

除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合

計
額

を
超
え
る

人
、
②
サ
ラ

リ
ー

マ

ン
で
給
与
の
年
収
が

一
千
万
円

を
超
え
る

人
、

ニ
カ
所
以
上
か

ら
給
与
を

受
け
て
い
る

人
、
給

与
以
外

の
所
得
が

二
十
万
円
を

超
え
る
人

な
ど

で
す
。
 

申
告
書

は
「
申

告
書

の
書
き

か
た
」
や
 
「
所
得
税
確
定
申
告

の
手
引
き

」
を
参
考
に

し
て
、
 

申
告
書

の
二
面
か
ら
番
号
順
に

記
入
し

て
い
く
と
所

得
や
税
額
 

町
内

の
ア
パ

ー
ト
に
住
ん
で

い
る
方
や

最
近
市
内
に
引
っ
越

し
さ
れ
た
方
で

市
発
行
の
広
報

紙

・
回
覧
物
等
が
配
布
さ
れ

て

い
な
い
方
は
、

受
け
持
ち
区
域

内

の
行
政
連
絡
員
か
市
総
務
課
 

・

広
報
係
（
廿
⑩
二
一

一
一
番
 

・

内
線
「
一

一
一
三番
）
 

へ
ご
連
絡

下
さ
い
。
 

市
で

は
、
毎
月
一
日
・
十
五

日
の
二

回
、
広
報

「
ご
し
ょ
が

わ
ら
」
を
定
期
発

行
し
、

緊
急

の
場
合
、

必
要
に

応
じ

て
回
覧

物
等
を

出
し

て
い
ま
す
。
 

広
報

・
回
覧
物
等
は
、
原
則

と
し

て
発
行
日
の
前
日
か

前
々

日
、
行
政
連
絡

員
に
配
達
し
、
 
 

の
計
算
が
簡
単
に
で

き
ま
す
。
 

な
お
、

納
税
も

申
告
期
限

と

同
じ

三
月
＋

六
日
ま
で
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

ロ
座
振

替
や

延
納
制
度
も
あ

り
ま
す
の

で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

申
告
書

の
書
き
か
た
な
ど

で

わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に

税
務
署
や

税
務

相
談
室
に
お

た
ず
ね
下
さ

い
。
 

（
五
所
川
原
税

務
署
）
 

さ
ら
に

町
内

・
部
落
会

の
班

・

組
の
協
力
を

得
て
毎
戸
に
配
布

回
覧
し

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、

町
内

の
ア
パ

ー
ト

に
住
ん
で

い
る
方
や
最

近
市
内

に
引
っ
越
し
さ
れ

て
来
た
方
、
ま

た
郊
外
に

住
宅
を

移
転
・
新
築
 

さ
れ
た
方

の
な
か
で

広
報
紙
な

ど
が
配
布
 

さ
れ
な
い

と
の
苦

情
が
聞
か
れ

ま
す
。
 

広
報
紙

・
回
覧
物
等
が

配
布

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

で
き
る

か
ぎ
り
町
内

・
部
落
会

に
加
入

さ
れ
、

速
か

に
住
ん
で

い
る
所

番
地
を

確
認

の
う
え
ご

連
絡
下

さ
い
。
 

受 入 噛 'In 書 

市立図書館 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
 

ニ
月
十
六
日
か

ら
 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

モロッコ革の本 栃 折 久美子 す
 

n
 
、
」
 

・
こ
 
寺
 

ー
 
を
 
る
 

郊
 
ご
 
難
 
食
 

即
 
狼
 

神
 
そ
 
班
 

風
 
娘
 
眠
 
世
 

猫
 
こ
 

き
 
最
 
ぬ
 

山
 
西
 

小

知
 
頼
 
ト
 

H
i
 館
 

C
 
H
i
 

ゆ
 
る
 
を
 
海
 

っ
 

い
 
の
 

m
 
雲
 
カ
 

疹

め
 
件
 
緯
 

男
 
絵
 

岬
 
手
 

冬
 
猫
 
詩
 
間
 

盃
 
ぶ
 

誌
 
節
 
び
 

餐
 
旅
 
旅
 
し
 
陳
 
 

W
 
依
 
中
 
』
 

排
 
人
 

m
 
の
 

の
 
目
 

界
 
「
 

H
 
れ
 
後
 

●
 
と
 
ひ
 

児

中
 

の
 

U
 
た
 
影
 

り
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の
 

の
 
時
 

朔
 
日
 
季
 

寂
 
晩
 
加
 

の
 
ド
 

可
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の
 
」
ら
 
】
 
k
 
汚
 

私
 

航
 
ば
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塩 月 弥栄子 

記者の目女の目 下 村 満 子 星 	新 ― 

週刊誌 を斬る 松 浦 総 三 吉 行 淳之介 

裸の大将放浪記 山 下 	清 阿刀田 	高 

雪 国 の 風 土 新潟鼎社教研 大 原 富 枝 

北 	の 働 突 葛 西 富 夫 久 司 十 三 

古事記の証明 毎日新聞社 曽 野 綾 子 

日本史の虚像と実像 和歌森 太郎 立 原」 秋 

曙のイスラマバード

日本人の意識構造 

反抗期といわれる
中学生の心理 

日本人の心の傾き 

木 村 	駿 

会 田 雄 次 

乾 	孝 

池 田 弥三郎 

富 岡 多恵 f 

串 田 孫 一

佐 藤 愛 子

向 田 邦 子 

水 の 文 化 史 富 山 和 子 磯 村 尚 徳 

日本行事祭り事典 三 省 堂 編 寺 山 修 司 

母 と 子 の 糾 沢 田 美 喜 山 本 健 吉 

人間不在の防衛論議 福 田‘置 存 井 上 	靖 

水 	田 転 作 日本土搬巴料学会 開 高 	健 

陶 	芸 	入 ．門 江 口 	混 鼻 地 久 枝 

は り 絵の技術 安 藤 女 里 金 子 民 雄 

レ ト リ ック感覚 佐 藤 信 夫 金 子 光 晴 

塗 装 の 事 典 吉 田 豊 彦 江 川 	清 

べンリな常備薬 婦人の友社 

広
報
紙
な
ど
の
不
配
 

世
帯
は
一
」
連
絡
を
 

r
 

r
 広報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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